
霧灘

難

霧

　
　
灘
鍵
驚
鰯

鞭
醸
蓬
．
諜

　
　
都
鑛
灘
難
　

・
．
諏

　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
．
’
難
懸
灘
雛
鍵
鍵
㈱
譲

漏
難
鑛
騨
難

．
醒
麟
識

　
　
難
麟
鞭
㌔

　
　
麟
辮
馨
繊

　
灘
．
・
躍
、
拶

ノ
騰
、
羅
饗
嘘

麟 鎌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終
　　　　雪が結んだ交流囑輪　　　　繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　欝
　雪国の子どもたちと温暖な千葉の子どもたぢが心温まる交流

を行いました。2月1日（火）～3日休）には八日市場市立豊栄小学

校の5年生48人が本市を訪れ、東小学校の5年生と雪像づくり

や雪遊びなどをして交流を深めました。両校児童が協力しての

雪像づくりでは、明るい歓声が白銀の世界に響いていました。

大地の芸術祭
　アート、トリエンナーレ2000作品紹介

　　　　　　　里創プラン通信⑬

　　　エコアツプ
　　　　十日町市役所は率先します　　　4・5

　　　　　水田農業経営確立対策　　　6・7



大地の芸術祭
幽嫌覇藏7一《み4呂ン：』画幽吻
　　　　　会期：7月20日（海の目）～9月10日（日）の53日間

大地の芸術祭作品紹介の第2回は中心市街地におけ

る作品展開です。

琴ダ竺二工ヲレ・1ヒ｝コ1…じ屡ジ1…iヌ誕IDanieli…Bur百百（遊・ジ套ス1）萎i

　「きもののまち、十日町」にちなんで、中心市街地

のアーケードの屋根に、高さ3m、幅60cmのストライ

プ（縦じま）柄ののぽりを連続して設置するものです。

この作家は世界の現代美術界を代表する一人であるダ

ニエル・ビュレンヌ氏。1960年後半から始まったコン

セプチュアル・アートは、美術作品を従来の絵画や彫

刻のような自立的・固定的な形を備えた、視覚の対象

として見るのではなく、作品にかかわる人間の見えざ

る意識や思索を表していこうとする美術の分野ですが、

ビュレンヌ氏もまた、美術館での展示といった既成の

美術空問への批判を展開し、新しいアートのあり方を

模索してきた作家です。

　日常の空間に常に幅8。7cmのストライプを用いて、場

の演出を行う作品が特徴的です。代表作であるパレ・

ロワイヤル広場は、パリ・ルーブル美術館に近くにあ

る17世紀のルイ13世時代に建造された宮殿です。現在、

フランス文化省の施設となっていますが、ストライプ

によって模様替えされた中庭は、パリの一つの観光名

所となっています。また、新宿や東京臨海副都心にお

いて、彼のストライプ作品を見ることができます。

　昨年4月、ビュレンヌ氏は現地視察のため、十日町

市に来訪し、商工会議所、商店街連合会をはじめ関係

者の皆さんとの懇談会を行いました。

　十日町での作品展開については「大地の芸術祭」お

よび「十日町おおまつり」といった特別な期間におい

て、日本の伝統的な晴れの場でも使われてきたストラ

イプ柄の効果によって、街路全体に連続したにぎわい

を演出します。本町通り、駅通り、高田町通りの併せ

て総延長約1kmのアーケードで繰り広げられます。

　これは芸術祭全作品の中で、最も大規模かつ大がか

りな仕掛けとなります。商店街の皆さんとの協同体制

のもと、実施委員会を立ち上げ、準備作業を進めてい

きますが、期間中、中心商店街への来訪促進、既存の

商店街イベントとのタイアップを図っていくことを目

指していきます。

　また、市街地の回遊性を図るため、ほかの作家によ

る作品展開も商店街の皆さんと計画中です。作品内容

が固まり次第、本シリーズで紹介します。

②



公
募
作
品
展
入
選
作
品
決
ま
る

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
6
市
町
村

1
か
所
ず
つ
の
公
募
ポ
イ
ン
ト
を
設

け
、
作
品
の
プ
ラ
ン
を
募
っ
て
き
ま

し
た
。
1
7
1
点
の
応
募
が
あ
り
、

1
次
審
査
で
各
ポ
イ
ン
ト
と
も
お
お

む
ね
5
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
2
次
審
査
が
1
月
3
0
日
㈲
、
東
京

代
官
山
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
、
6
点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
一
般
な
ど
に
公
開
す
る
形

式
を
と
り
、
1
次
審
査
通
過
者
が
作

品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
後
、
審
査
員
の
中
原
祐
介
（
審
査

委
員
長
・
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ

鐸

審査
・瓢

無
　
菱

⑱氏
区

藤
京
（

伊
東

ザ
ー
）
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
（
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

川
俣
正
（
東
京
芸
術
大
学
教
授
）
出

原
均
（
広
島
市
現
代
美
術
館
学
芸
員
）

原
広
司
（
建
築
家
）
と
各
市
町
村
長

と
の
質
疑
、
討
議
を
へ
て
入
選
者
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
作
品
制
作
は
早
け
れ
ば
3

月
か
ら
現
地
で
開
始
さ
れ
、
大
地
の

芸
術
祭
期
問
中
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

6
作
品
の
中
か
ら
1
点
が
大
賞
と
し

て
選
ば
れ
、
賞
金
3
百
万
円
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
開
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京

を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
妻

有
ス
タ
ー
誕
生
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
で
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
広
報
活
動

や
運
営
に
あ
た
る
な
ど
活
躍
を
始
め

て
い
ま
す
。

公募作品展・入選者一覧

市町村名 公募のポイン　ト 入選作品題名 入　　選　　者

十日町市 神明水辺公園とその周辺 小さな家一聞き忘れのないように一 伊藤嘉朗
川　西　町 川西ステージ・節黒城連絡道 稜線計画Repair　Edge　Project DeaxArches
津　南　町 マウンテンパーク池周辺 Grove（森） 本間　　純

中　里　村 田尻の川原 中里スケアクロウ（案山子）ガーデン クリマ・マシューズ

松　代　町 松代ステージ Scaping　Objects Cbver

松之山町 松之山温泉街入口駐車場・法面 峡谷の燈籠 ㈲一級建築±事務所CLIP

　
こ
の
夏
の
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け

て
、
雪
消
え
と
共
に
多
く
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
来
訪
し
、
作
品
制
作
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
対
応
は
、
越
後
妻
有

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
中
心

に
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
振
興
と

地
域
内
外
の
協
働
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

た
い
へ
ん
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
事
業
を

支
援
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら
事
業
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
の
全
体
概
要
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
い
た

だ
く
内
容
と
質
疑
、
時
期
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の
皆

さ
ん
か
ら
説
明
会
に
お
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
日
時
　
2
月
2
3
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

■
場
所
　
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
6
）

こ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
ま
す

●
案
内
所
で
の
来
訪
者
へ
の
会
場
や

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
●
式
典
、
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
●

設
置
作
品
の
現
地
案
内
●
日
常
会
話

程
度
の
外
国
語
の
通
訳
●
作
品
や
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど

　　現代用語に

　　　トリエンナーレ

　自由国民裡鉦現代耀語の墓礎

知識」にスタートする犬規模な

国際現代美術展と題し、2001年

開催の織横浜トサエンナーレ”

と新潟県の⑤市町村の地域興し

のプロジェクト“妻有越後アー

トトリエンナーレ”が取り上げ

られました。

　また、朝日新闘社の「朝日現

代網語　知恵蔵⑳0明にもトサ

エンナーレ（国際美術展）と題

し、新潟県妻有・松之山郷一帯

と横浜市とで、それぞれにトリ

エンナーレ（3隼ごと）形式の

大規模な国際美術展が開がれる

が、前者は幽村型、後者は都市

型と》〉うこと癒注目される。　と

掲載されました。

③平成12年2月1・日号

隷
、

欄懸・購剛閣出
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こ
こ
数
年
、
「
環
境
」
分
野
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
地
球
環
境
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
事
業
活
動
の
内
容
や
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
様
式
の
見
直
し
を

行
う
「
エ
コ
ア
ッ
プ
」
へ
の
取
り
組
み
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
、
こ
の
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組
も
う
と
「
十
日
町
市
役
所
エ

コ
ア
ッ
プ
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
1
0
年
8
月
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
取
り
組
み
の
概
要
と
庁
舎
を
対
象
と
し
た
成
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
の
自
身
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

計
画
の
目
晦
、
．
，

　
十
日
町
市
役
所
も
一
つ
の
事
業
所

で
あ
る
と
と
も
に
、
消
費
者
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
十
日
町

市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
」
の

趣
旨
に
基
づ
い
て
、
環
境
へ
の
負
荷

を
低
減
す
る
た
め
の
率
先
行
動
を
行

な
う
こ
と
で
、
他
の
事
業
所
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
対
象
・
期
闇

　
市
役
所
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
保
育

所
、
体
育
館
な
ど
市
の
施
設
す
べ
て

と
職
員
全
員
が
対
象
で
す
。
そ
し
て
、

当
面
の
目
安
を
平
成
1
2
年
度
ま
で
と

し
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要
、
、

①
省
工
ネ
ル
ギ
ー

【
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
取
り
組
み
】

・
時
間
外
・
昼
休
み
の
消
灯

・
庁
舎
照
明
は
業
務
・
歩
行
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
消
灯

・
電
算
機
器
等
の
待
機
時
消
費
電
力

を
抑
え
る
た
め
、
退
庁
時
に
は
で

き
る
だ
け
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

・
荷
物
運
搬
時
を
除
き
、
職
員
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
し
な
い

・
電
気
ポ
ッ
ト
の
使
用
は
極
力
控
え

　
る

・
庁
用
車
の
急
加
速
・
急
発
進
や
不

要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る

・
近
隣
へ
の
移
動
は
、
極
力
自
動
車

の
使
用
を
避
け
る

・
洗
面
所
等
で
の
節
水
を
心
が
け
る

・
冷
暖
房
は
、
効
率
よ
い
使
用
を
心

が
け
、
冷
房
は
2
8
度
以
上
・
暖
房

は
2
0
度
以
下
に
設
定
す
る

②
事
務
用
紙
と

　
　
　
　
ご
み
の
減
量
化

【
庁
舎
全
体
の
廃
棄
物
減
量
化
】

・
ミ
ス
コ
ピ
ー
を
出
さ
な
い

二
・
＼
ス
コ
ピ
ー
は
裏
面
利
用
を
行
い

各
課
で
保
管
す
る
文
書
も
簡
易
な

も
の
は
裏
面
を
利
用
す
る

・
両
面
印
刷
・
縮
小
印
刷
を
徹
底
し

て
紙
の
使
用
量
を
抑
え
る

・
使
用
済
み
封
筒
の
再
利
用

・
む
や
み
に
資
料
を
「
作
ら
な
い
・

渡
さ
な
い
・
求
め
な
い
」

・
袋
や
割
り
ば
し
な
ど
は
極
力
も
ら

わ
な
い

・
空
き
缶
類
や
紙
類
は
分
別
す
る

◎
環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
商
品
の
購
入

【
再
生
原
料
使
用
商
品
の
購
入
や
グ

　
り
ー
ン
マ
ー
ク
製
品
の
購
入
】

・
事
務
用
紙
や
事
務
用
品
は
再
生
紙

　
や
再
生
材
使
用
製
品
を
使
用
す
る

・
外
注
の
冊
子
（
計
画
書
な
ど
）
に
も

　
積
極
的
に
再
生
紙
を
使
用
す
る

④
職
員
一
人
ひ
と
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

・
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
を
日
常

　
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
削
減
す
る
た
め

　
第
1
水
曜
日
を
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
と

　
す
る
ほ
か
、
自
家
用
車
の
使
用
を

　
自
粛
す
る
。

計
画
の
推
進
催
罎
．
．
　

　
助
役
を
総
括
責
任
者
と
し
て
、
各

所
属
長
を
エ
コ
ア
ッ
プ
責
任
者
に
、

ま
た
、
各
係
単
位
に
は
エ
コ
ア
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
。
エ
コ

ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
毎
年
6
月
、

9
月
、
1
2
月
、
3
月
の
4
半
期
ご
と

に
係
の
実
施
状
況
を
点
検
し
て
お
り
、

（
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
各
学
期

末
）
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
職
員

10

人
で
構
成
す
る
エ
コ
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
が
必
要
な
見
直
し

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④



エコァップの成果（庁舎のみ）

　（実施前を100とした場合の率）

融　 倉E巳　ヌ㌃

水道

自動車

燃料

暖房
燃料

コピー

用紙

1　　　　　：

i
l
I
i
1
i
i
i
i
i
l
i
i
i
i
i
i
i
i
1
i
1
i
i
i
i

1
＄9．78％

実施後使用量
　　1実施後金額

i　　i
6　　　　　　　　　　　　　　　犀

99．65％

i　　i　　1
i　　　　　　　　　　　　　　　掴　　　　　　　　　　　　　　　1

＄8．96％ i
i
：i　　i

97．64％

i　　i　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　酢

77．28％ i　　i
i　　i
：　　　　　：i

　　　70　80
※期間H10．8～11．7

※
そ
の
ほ
か
に
、
廃
棄
物
排
出
量
な

　
ど
4
項
目
に
つ
い
て
目
標
数
値
を

　
定
め
て
い
ま
す
。

具体的目標
li…灘灘蒙i，籔霧…簸…．… ．ミ懸．鍵…・，鶴』．

電　　気　　使　　用　　量 △　5％

水　　道　　使　　用　　量 △　5％

自動車燃料使用量 △　5％

燃料（重油・灯油）使用量 △　5％

コピー用紙使用量 △　10％

具
体
的
目
標

　
平
成
9
年
度
に
対
す
る
1
2
年
度
の

数
値
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

取
り
組
み
ま
し
談
灘

　
十
日
町
市
役
所
で
は
、
1
年
問
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
計
約
2
9
7
万

円
の
経
費
を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
こ
ま
め
に

電
源
を
消
す
な
ど
、
小
さ
な
心
が
け

が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
す
。

　
職
場
や
家
族
の
構
成
員
一
人
ひ
と

り
が
、
エ
コ
ア
ッ
プ
を
心
が
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
大
き
な

経
費
節
減
や
環
境
の
保
全
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
2
1
世
紀
は
「
環
境
の
世
紀
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
地
球
規
模
で
の
環

境
の
保
全
を
、
み
ん
な
で
考
え
、
実

践
す
べ
き
時
代
で
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
の
職
場
や
家
庭
で

も
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
「
エ
コ
ア

ッ
プ
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脱

o
l
一
－
聾
－
膨
1
ー
ー
ー
1
一
ー
1
匪
，
I
I
－
9
1
9
1
1
1
－
I
l
ー
膨
量
5
ー
肛
酢
酢
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
・
鰍
纒
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

エコアップ実施状況チェックリストの内容
鑛馨縫、 駿　　鑑　識　　灘　i環　　灘『

省　エ　ネ

愚
尾
気
削
減

昼休み・時間外の消灯（事務室）を行っている

昼休み・時間外の消灯（廊下その他）を行っている

窓際等照明不要の場所の消灯を行っている

荷物運搬以外はエレベーターを使用しない

OA機器を使用していないときは電源をOFFにしている

不要電気機器のコンセントを抜いている

ノー残業デーを守っている

退庁時にはコンセントを抜いている

そ
の
他

庁用車の不要なアイドリングをしない

節水を心がけている

事務用紙・

ごみ減量
リサイクル

紙
使
用
量
減
量

文書・資料の簡素化を心がけている

ミスコピーを出さないよう気をつける

両面コピー一を行っている

ミスコピーの裏面を使用する

色上質紙の使用を控えている

市民向けの配布物の減量化を心がけている

十缶類の分別を徹底している
ご
み
減
量

新聞紙等再資源化できるものの分別を行っている

ごみ減量を心がけている
幣袋や割りばしを極力もらわないようにしている

個人レベル
5、だんからアイド1、1ングストップを心がけている

ノーカーデーを心がけている

　灘
琳　．’覗捌．　究

灘

　〆ツ　｝　、し
　蕪へ

麟i禦

酬　　、

辮

ゐ
減『

妻

騨聯

霧難

カンの分別も大切なエコアップ運動

⑤平成12年2月1・日号
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平
成
1
1
年
度
生
産
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
十
日
町
市
全
体
で
1
0
0
％
達
成

と
な
り
、
魚
沼
米
価
格
水
準
と
地
域
農
業
の
向
上
に
大
き
な
効
果
を
果
た
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
新
た
な
大
綱
の
も
と
控
年
度
か
ら
5
年
間
の
対
策
と
な
る
水
田
農
業

経
営
確
立
対
策
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
十
日
町
市
の
方
針
と
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

灘
囲
聴
磯
態
麗
農
業
経
営

確
立
対
策
協
議
会
を
開
催

　
1
月
2
6
日
、
市
役
所
で
協
議
会
を

開
催
し
、
市
の
方
針
や
十
日
町
市
水

田
農
業
振
興
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
1
2
年
度
の
県
か
ら
の
生
産
調

整
配
分
面
積
は
、
昨
年
よ
り
0
・
9
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
増
の
5
2
5
・
3ー
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
検
討
の
結

果
、
市
内
の
配
分
率
を
昨
年
と
同
じ

25

・
8
％
と
し
、
全
市
一
律
の
配
分

率
と
な
り
ま
し
た
。

　
飯
米
農
家
の
人
も
主
食
用
の
米
を

生
産
し
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
の

う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
新
た
な
対
策
の
も
と
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
十
日
町
市
水
田
農
業
振
興
計
画
の

協
議
を
行
い
、
1
2
年
度
か
ら
1
6
年
度

ま
で
の
方
針
や
作
付
計
画
・
作
物
の

販
売
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
振
興
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
大
豆
な
ど
の
商
品
化
率
の
高
い

作
物
の
生
産
誘
導
を
は
か
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
集
団
転
作
に
よ
り
団
地

形
成
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
地

域
を
は
じ
め
、
高
率
加
算
の
拡
充
を

図
り
、
水
田
農
業
の
活
性
化
を
進
め
、

地
域
と
も
補
償
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

己

じ

●
需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生
産

　
こ
れ
ま
で
の
生
産
調
整
（
転
作
）

面
積
配
分
方
式
か
ら
、
米
の
生
産
数

量
と
水
稲
作
付
面
積
の
配
分
方
式
へ

変
わ
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
1
2
年
度
は

暫
定
措
置
と
し
て
生
産
調
整
面
積
の

配
分
と
な
り
ま
す
）

　
こ
の
対
策
で
は
、
単
に
価
格
が
安

い
高
い
で
は
な
く
、
需
要
に
応
じ
て

着
実
に
米
の
販
売
を
伸
ば
し
た
地
域

の
努
力
が
報
わ
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
産
地
ご
と
の
販

売
・
価
格
・
計
画
出
荷
動
向
な
ど
を

徐
々
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
量
が
計
画
を
上
回
る

場
合
の
生
産
オ
ー
バ
ー
分
は
、
主
食

用
以
外
の
飼
料
用
な
ど
に
処
理
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

成
の
考
え
方
∀

⑥

〈●
大
豆
・
麦
・
飼
料
作
物
の
本
格
的

生
産

　
土
地
利
用
型
作
物
に
よ
る
水
田
利

用
に
力
点
を
お
い
た
助
成
措
置
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
豆
等
の
団
地
化
に

安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
5
年
間

の
安
定
的
し
た
制
度
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
助
成
体
系
の
中
で
は
、

非
生
産
的
な
調
整
水
田
、
自
己
保
全

管
理
は
、
補
償
単
価
が
従
来
よ
り
低

く
設
定
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

謙
画
的
生
産
の
整
含
催

　
作
柄
や
需
要
の
動
向
に
よ
り
、
米

の
生
産
量
が
計
画
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
従
来
の
生
産
調
整
面
積
の
強
化

で
は
な
く
、
そ
の
年
度
内
に
主
食
用

以
外
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
処
理
は
、
生
産
者
の
公
平
な

対
応
の
も
と
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
水
稲
作
付
面
積
1
0

ア
ー
ル
当
た
り
ー
、
5
0
0
円
の
拠

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
拠

出
は
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
加
入
要

件
に
な
り
ま
す
。



　
な
お
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
、

n
年
度
販
売
未
達
分
1
5
万
ト
ン
を
国

産
米
の
需
要
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
援
助
用
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
に
、
栽
培
技
術
の
定
着
と
団
地

化
を
推
進
す
る
助
成
で
す
が
、
国
が

推
進
す
る
大
豆
団
地
は
、
そ
ば
や
地

力
増
進
作
物
の
助
成
単
価
よ
り
も
優

遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
減
反
・
転
作
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
作
物
の
「
本

作
」
と
い
う
プ
ラ
ス
思
考
へ
見
直
し

が
は
か
ら
れ
ま
す
。

稲
備
．
経
誉
繋
建
薄
策

価
格
補
て
ん
の
充
実

従
来
の
対
策
が
、
引
き
続
き
適
用

鐵灘 鍵 簸 騰灘騰灘

農家拠出分 （1／2） 国費助成分 （1／2）

交付
○交付基準
・一般作物 ：20千円／10a

● 特例作物、永年作物等 ： 10千円／10a
● 地区達成 ： 3千円／旧a

氷囲農業経営確立対策協議会 （繁臼町市、 」 A等で構成〉

○補償金の受取対象作物、 受取単価等を設定

拠出 （水稲作付面積10a当たり4千円を拠出） 支払い

水稲作付水田 転 作 水 田

○拠出と交付のバランスの改善により、野菜などの特例作物でも交付が拠出を
下回りにくい仕組みになっています。

o地域の協議会で受取対象や受取単価を設定するなど、地域の創意と工夫が発
揮できる仕組みです。

○補償金の受け取りは、とも補償の拠出を行い、かつ生産調整の100％以上の
の実施者に限られます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　策　　　　　　　　　　　　　　　対　　　　　　　　　　　　　　定　　　　　　　　　　　　　安　　　　　　　　　　　営　　　　　　　　　　経　　　　　　　　作
　　　　　　　雑

　　　　　灘
　　　　獲　　雛　鐡難

12年産補てん金の水準補てん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　加味し
　　　　　　　　　　　　　　　　　合の水

『『『『且1楚口1111
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一　　一　　一　　一

さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
を
行
っ
て
い

る
生
産
者
は
、
よ
り
多
く
の
収
入
メ

リ
ッ
ト
を
得
る
た
め
に
も
、
対
策
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
11
年
産
価
格

の
下
落
に
よ
る
激
変
を
緩
和
す
る
た

め
、
補
て
ん
金
を
加
え
た
1
1
年
産
価

格
水
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
拡
充
さ
れ
て
い
る
大
き

な
点
は
、
稲
作
を
主
と
す
る
認
定
農

業
者
は
、
補
て
ん
割
合
9
0
％
の
コ
ー

ス
を
選
択
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

生
産
者
拠
出
は
2
・
2
5
％
と
な
り
ま

す
が
、
政
府
助
成
も
6
・
7
5
％
と
な

る
た
め
通
常
の
補
て
ん
よ
り
1
0
％
多

く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
拡
充
は
、
計
画
外
流

通
米
（
検
査
・
届
け
出
済
み
・
出
荷

取
扱
業
者
の
取
り
扱
い
も
の
に
限
る
）

に
対
し
て
も
補
て
ん
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
で
す
。
生
産
者
拠
出
は
2
％

で
補
て
ん
割
合
は
6
0
％
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

を
場
　
　
　
　
出
場
準

金
た
準
　
　
　
算
の
水

自
主
流
通
米
価
格

　12年産
補てん基準価格

　　　　　　　　　　　　　（参考）
12年産新潟県コシヒカリー般（1等米）
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醗
鑛
灘
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纒
戴
鑛

縫
鑛
難
，欝

繍
難
灘
”『繍縫灘

纐
議

尊　　掴

円／60kg

25，000

22，500

20，000

17，500

15，000

熊
亜
薬
懲
霊
制
凄
の
．

　
　
　
　
　
　
　
見
　
直
　
し

　
従
来
の
不
足
払
い
制
度
を
改
め
1
2

年
産
か
ら
定
額
制
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
販
売
価
格
の
差
が
農
家
の

手
取
り
の
差
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
高
品
質
大
豆
の
出
荷
・
販
売
が
で

き
れ
ば
、
多
く
の
収
入
を
得
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
国
の
交
付
金

の
額
は
6
0
㎏
当
た
り
8
、
5
0
0
円

の
予
定
で
す
。

　
仕
組
み
は
稲
作
経
営
安
定
対
策
と

同
様
、
販
売
価
格
が
補
て
ん
基
準
価

格
を
下
回
っ
た
場
合
、
差
額
の
8
0
％

を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
産
者
拠
出
は
3
％
で
政
府
の
拠
出

12，500

10，000

7，500

5，000

2，500

は
9
％
と
な
り
ま
す
。

　　　0

（注1）括弧書きの金額‘よ11月入札までの数値による試算値で
　　すので、若干の変動があります。
（注2）生産経費は、平成10年産の米生産費（下越地域）と同額
　　としました。

●
農
地
の
貸
し
借
り
や
農
地
転
用
は
、

農
業
委
員
会
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
1
2
年
度
の
貸
し
借
り
を
予
定
し
て

い
る
人
は
お
早
め
に
農
業
委
員
会
ま

た
は
農
林
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
市
単
独
補
助
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
地
区
別
説
明
会
を
通
じ
て
農

事
連
絡
員
さ
ん
に
「
あ
ら
ま
し
」
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
実
施
計
画
書
を

記
入
す
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
転
作
の
実
施
計

画
書
を
配
布
す
る
の
は
、
2
月
2
3
日

㈱
か
ら
の
地
区
別
説
明
会
以
降
に
な

り
ま
す
。

⑦平成12年2月1・日号

郵購il盤



　　　　　　憩卿麗、

　このコーナーは￥まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら￥企画人事課広報広聴係（智57－3111）

へ、お気軽にお寄せください。

　　南半球最高峰
アコンカグアの登頂に成功

　
南
半
球
最
高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア
登

頂
を
目
指
し
、
1
月
4
日
に
出
発
し

た
「
妻
有
同
人
2
0
0
0
」
登
山
隊

の
2
隊
員
が
、
1
9
日
㈱
午
後
3
時
半

す
ぎ
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
ア
コ
ン
カ
グ
ア
は
、
南
米
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
と
チ
リ
の
国
境
に
そ
び
え
立

つ
標
高
6
、
9
6
0
メ
ー
ト
ル
の
南

半
球
の
最
高
峰
で
す
。

　
「
妻
有
同
人
2
0
0
0
」
は
、
2

0
0
0
年
と
い
う
区
切
り
の
年
に
ア

コ
ン
カ
グ
ア
登
頂
を
目
標
と
し
て
、

海
外
登
山
経
験
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
の

山
男
5
人
が
、
所
属
の
山
の
会
を
こ

え
て
2
年
前
か
ら
毎
月
例
会
を
開
い

て
研
究
や
準
備
を
進
め
て
き
た
グ
ル

ー
プ
で
す
、
、

　
メ
ン
バ
ー
は
、
隊
長
の
瀧
澤
信
一

さ
ん
（
本
町
2
）
と
会
計
・
医
療
担

当
の
小
林
健
一
さ
ん
（
城
之
古
2
）

そ
れ
に
津
南
町
の
3
人
で
す
。

　
頂
上
ア
タ
ッ
ク
は
、
強
烈
な
風
に

は
ば
ま
れ
て
2
日
間
待
機
、
最
後
の

日
に
よ
う
や
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
小

林
・
涌
井
隊
員
が
1
0
時
間
以
上
か
け

て
登
頂
に
成
功
し
た
も
の
で
す
。

　
2
9
日
ω
に
帰
国
し
た
瀧
澤
隊
長
は

「
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
高
度
順
化
を

は
か
る
か
が
最
大
の
課
題
。
目
標
の

全
員
登
頂
が
出
来
な
く
て
残
念
だ
が
、

全
員
無
事
帰
国
出
来
た
の
で
7
0
％
位

の
満
足
度
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

⑧

㎜
、

1閣團1響澗h

難

　　十日町大火100周年．

6月11日に防災訓練と記念式典

　
1
月
2
4
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
十
日
町
大

火
1
0
0
周
年
記
念
実
行
委
員
会
設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
明
治
33
年
6
月
1
0

日
に
発
生
し
た
大
火
は
、
全
国
的
に
も
か

つ
て
な
い
大
規
模
な
火
災
で
、
当
時
の
市

街
地
の
約
8
0
％
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
復
興
に
は
長
い
期
間
を
要
し
、

そ
の
状
況
は
現
在
も
語
り
継
が
れ
、
市
民

の
火
災
に
対
す
る
教
訓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
か
ら
も
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
。
過
去
の
災
害
に
目
を
向
け
、

現
在
を
考
察
す
る
い
い
機
会
で
あ
る
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。
6
月
1
1
日
㈲
に
大
規

模
な
防
災
訓
練
と
記
念
式
典
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、
各
種
団
体
か
ら
訓
練
項
目
の

内
容
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓼
　
　
　
き
塗
蒙
響

W杯公認キャンプ誘致を
　　　首都圏でPR

　
「
2
0
0
2
年
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
日
本
・
韓
国
　
新
潟
開
催
フ
ェ
ア
●
m

T
O
K
Y
O
」
が
1
月
2
1
日
囲
～
2
3
日
㈲

ま
で
、
東
京
表
参
道
の
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
は
着
々
と
準
備
の
進
む
新
潟
県

の
様
子
を
紹
介
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
期
間
中
は
当
市
か
ら
も
、
誘
致
実

行
委
員
会
（
会
長
”
本
田
市
長
）
が
参
加

し
て
、
十
日
町
市
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致

活
動
と
観
光
な
ど
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
パ
ネ
ル
の
展
示
や
ビ
デ
オ
上

映
の
ほ
か
、
県
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム
（
仮
称
）

の
模
型
展
示
、
新
潟
市
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
青
島
健
太
さ
ん
と
平
山

県
知
事
の
対
談
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。



2／16㈱～3／15㈱
■問合せ＝税務課市民税係（盈57－3111）へ。

所得税の確定申告は税務署へ

次に該当する人は、確定申告をしてください。

①税務署から確定申告書が送付された人

②税額を計算した結果、納税の義務が生じた人

③給与所得者で、給与以外の所得の合計額が20万円を

超えた人

④所得の確定申告をすると税金が戻る人

ア、医療費控除・住宅借入金等特別控除・雑損控除

　等の該当者
イ、年の途中で退職し、年末調整を受けなかった人

市県民税の申告は市役所へ

次に該当する人は、申告書を提出してください。

※所得税の確定申告をした人は、市・県民税の申告を

する必要はありません。

①市役所から市・県民税の申告書が配られた人

②営業・農業などの事業を営んでいる人

③地代・家賃・配当などの所得があった人

④給与や年金所得者で、給与や年金以外の所得があった人

⑤給与所得者で2か所以上から給与の支払いを受けた人

注）税務課および各地区公民館に申告書があります。

【市役所の申告相談】

■自書申告をお願いします

職員は相談に応じますが、申告書は皆さんがご自分

で計算し、記入していただきます。

■地区ごとに相談日が決まっています

ご自分の該当日においでください。都合のつかない

場合は、予備日をご利用ください。なお、昨年まで行

っていた出張相談は廃止し、会場は市役所だけです。

会場＝十日町市役所
難灘…覇雛難嚢 難．、簸髪雛舞驚裏 、，．瓢顯鑛…

誰　國　町 2月16日（水）～18日（金）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

索　　条 2月21日（月）～23日㈱

撲箇・欝囲 2月23日（水）～25日（金）

瑚騰　　治 2月28日（月〉～3月1日㈱

3月2日休）・3日㈹
氷　　　沢 3月6日（月）～8日ω◇

下　　　条 3月8日㈱～10日（金）

3月13日（月）～15日㈱

　■申告相談に必要なもの

　申告書、収入や必要経費・社会保険料の支払いがわかる書類、

　生命保険料等の支払証明、印鑑、電卓、ボールペン等

⑨平成12年2月1・日号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　な　　　　　　　　

麹　　　　　全国スキー大会出場選手激励壮行会

　　　盛大に壮行会
スキー全国大会に39選手が出場

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
を
激
励
す

る
出
場
選
手
激
励
壮
行
会
（
市
教
委
、
市

体
協
主
催
）
が
1
月
3
0
日
㈹
、
ク
ロ
ス
ー
0

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
出
場
す

る
選
手
は
39
人
で
過
去
最
多
。
大
会
別
で

は
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
1
7
人
、

全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会
に
1
3
人
、
国
民
体

育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
に
1
2
人

が
出
場
し
ま
す
。
ス
キ
ー
協
会
児
玉
会
長

も
「
こ
れ
だ
け
大
勢
の
選
手
を
送
り
出
す

の
は
初
め
て
で
、
本
人
と
関
係
者
の
苦
労

と
努
力
の
結
果
。
自
信
を
も
っ
て
大
会
に

臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
を
贈
り
ま
し
た
。

選
手
は
「
こ
の
少
雪
の
中
、
皆
さ
ん
の
協

力
で
練
習
が
で
き
た
。
悔
い
の
な
い
滑
り

を
し
た
い
」
と
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

羅
照v

　　　ぺ贈鰹踏，雛難lr識欝

　盟　鐵懸融磯

蟹燃
纏

文化財を守ろう！！

博物館で防災訓練

　
雪
の
降
り
し
き
る
1
月
2
6
日
㈱
、
十
日

町
市
博
物
館
で
、
職
員
ら
約
5
0
人
が
参
加

し
て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
昭
和
2
4
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
機
に
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
今
回

は
、
火
焔
型
土
器
等
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
以
来
、
初
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
例
年
に
も
ま
し
て
参

加
者
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
合
図
と
と
も
に
、
国
宝
の
レ
プ
リ
カ
や

国
宝
に
み
た
て
た
段
ボ
ー
ル
箱
、
重
要
書

類
な
ど
を
抱
え
た
職
員
が
避
難
を
開
始
。

無
事
に
大
切
な
文
化
財
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
な

財
産
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

l 翻1国



圏剛／

　
　
　
　
江
戸
時
代
の
年
貢
（
税
）
は
、
す

　
　
　
べ
て
の
土
地
を
米
の
収
穫
高
に
換
算

　
　
　
し
、
一
定
の
率
を
か
け
て
、
米
ま
た

　
　
　
は
代
金
で
徴
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
明
治
政
府
は
、
国
家
財
政
を
安
定

　
　
　
さ
せ
る
た
め
、
個
人
の
土
地
所
有
権

　
　
　
を
認
め
、
土
地
の
価
格
に
も
と
づ
い

　
　
　
た
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
明
治
五
年
、
土
地
一
筆
ご
と
に
、
面

　
　
　
積
・
地
価
・
所
有
者
な
ど
を
記
し
た

　
　
　
地
券
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
し
か
し
、
制
度
の
不
備
や
、
慣
習
へ

　
　
　
の
固
執
も
あ
っ
て
、
作
業
は
行
き
詰

　
　
　
ま
り
、
明
治
六
年
に
改
め
て
地
租
改

　
　
　
正
法
を
公
布
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
地
租
改
正
作
業
で
は
、
①
土
地
の

　
　
　
面
積
を
測
量
し
て
所
有
者
を
確
認
す

、
、
．
遡
券
』

棄

聡
羅
鵜
螺
謙
籍
驚
撫
選
鞭

叢
鑓
選
灘
　
　
　
懸
議
癒
難
・

鰯
戴
羅
鍮
灘
騒
灘
礎
・

鎚
講
蟹
霧
融
麓
鎌
．

　
讐
糞
　
襲
灘
欝
灘
　
義
講

　
鶏
辮
霧
魏
簗
饗
騰
嚢
灘
』
』
　
繊
灘

　
　
　
　
　
　
　
㈱

嚇擬

灘
難
縫
難
齢

　
　
　
　
　
　
　
購

、
顯
蝶
畷
灘
叢
灘
懸
　
嚢
蕪
灘
難
灘

　
　
　
撚
、
蟻
難
羅
難
灘
蒸
灘
撫

w　　　　　鴨

明治14年に発行された地券

　
じ
お
し
じ
よ
う
り
よ
レ
つ

る
地
押
丈
量
②
土
地
の
生
産
力
を

決
め
る
地
位
等
級
の
決
定
③
収
穫
高

に
も
と
づ
く
地
価
の
算
定
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
地
押
丈
量
の
作
業
で
は
、
一
筆
ご

と
に
測
量
し
、
面
積
と
所
有
者
を
確

　
　
　
じ
び
き
ち
ょ
う

認
し
、
地
引
張
と
地
引
絵
図
を
作
成

し
ま
し
た
。
地
位
等
級
の
決
定
は
、

ま
ず
一
村
ご
と
に
田
・
畑
な
ど
の
種

別
ご
と
に
等
級
分
け
を
行
い
、
反
当

た
り
の
収
穫
量
を
書
き
出
し
て
、
県

で
地
位
等
級
・
収
穫
米
の
量
な
ど
を

確
定
し
、
こ
の
数
値
に
も
と
づ
い
て
、

村
々
で
一
筆
ご
と
の
地
価
を
決
め
る
、

と
い
う
順
序
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
の

　
江
戸
時
代
の
隠
し
田
や
歩
延
び
な

ど
が
是
正
さ
れ
た
た
め
、
公
簿
上
の

土
地
面
積
は
、
お
よ
そ
三
倍
に
も
な

り
ま
し
た
。
十
日
町
周
辺
の
増
加
は

三
割
ほ
ど
で
し
た
。
十
日
町
を
含
む

十
二
大
区
で
は
、
反
当
た
り
の
収
穫

　
　
　
と
　
　
し
ょ
う
　
　
し
や
く

高
を
七
斗
一
升
八
勺
（
約
一
〇
七

㎏
）
と
書
き
出
し
ま
し
た
が
、
県
の

　
　
　
　
　
こ
く

内
示
で
は
一
石
二
升
一
合
四
勺
（
約

一
八
二
㎏
）
で
し
た
。
こ
の
差
を
め

ぐ
っ
て
、
県
と
農
民
側
は
激
し
く
対

立
し
ま
し
た
。
現
在
、
甲
・
乙
・
丙
、

子
・
丑
な
ど
地
番
の
記
号
は
、
大
き

な
村
で
は
、
地
押
丈
量
の
作
業
で
村

内
を
分
割
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
付

け
ら
れ
た
記
号
で
す
。

　
　
（
通
史
編
4
　
近
・
現
代
一
）

そ
㌧
璽

　
私
は
、
新
宮
で
7
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
大
工

で
、
当
時
遠
い
現
場
は
泊
込
み
と
な

り
家
を
あ
け
が
ち
で
し
た
。
母
は
農

業
を
受
け
持
ち
、
田
ん
ぽ
は
2
反
ち

よ
つ
と
で
す
が
、
養
蚕
で
忙
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
子

ど
も
の
時
か
ら
弟
や
妹
の
め
ん
ど
う

を
見
た
り
、
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、

当
時
は
あ
た
り
ま
え
で
し
た
。

　
昭
和
1
7
年
の
何
で
も
配
給
と
い
う

時
代
、
5
月
に
家
が
火
事
で
全
焼
し
、

6
月
に
は
母
が
山
菜
取
り
の
最
中
に

急
死
し
ま
し
た
。
父
は
大
工
で
ほ
と

ん
ど
家
に
は
居
な
く
、
兄
弟
7
人
が

残
さ
れ
、
私
の
人
生
で
一
番
大
変
な

時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
9
年
に
徴
兵
検
査
を
受
け
て
翌
年

入
隊
し
、
内
地
勤
務
を
約
半
年
間
し

て
復
員
し
ま
し
た
。
終
戦
後
は
食
料

　　　きゅういち

村山九一さん
（新宮2）74歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－311i内線213へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩

不
足
か
ら
、
米
の
供
出
割
り
当
て
で

村
中
が
騒
が
し
く
、
や
み
米
屋
が
暗

躍
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
食
料
増
産
で
農
業
が
期
待
さ
れ
は

じ
め
た
2
2
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
32

年
に
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
農

業
の
知
識
を
生
か
し
た
イ
チ
ゴ
の
生

産
を
始
め
、
こ
れ
が
成
功
し
1
0
年
位

は
相
当
な
家
業
の
助
け
に
な
り
ま
し

た
。
冬
場
は
、
ぬ
し
屋
（
う
る
し
の

塗
装
屋
）
に
勤
め
、
4
0
歳
で
独
立
し

ま
し
た
。
こ
の
商
売
は
高
度
成
長
と

重
な
り
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
子
ど
も
4
人
を
育
て
上

げ
ま
し
た
。

　
平
成
9
年
に
は
お
お
ぜ
い
の
兄
弟
・

子
ど
も
・
孫
が
集
ま
り
、
盛
大
に
金

婚
式
を
あ
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
時
が
人
生
で
最
高
の
喜
び
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
は
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
や
伝
統
芸
能
「
石
ば
か
ち
」
保
存

会
な
ど
の
会
員
と
し
て
活
動
す
る
ほ

か
、
車
で
旅
行
す
る
な
ど
本
当
に
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。



◎
平
成
1
1
年
度

住
民
健
診
の
結
果
状
況

　
平
成
1
1
年
度
の
住
民
健
康
診
査

（
住
民
健
診
）
は
、
7
、
9
2
5
人

が
受
診
し
、
そ
の
約
8
割
の
人
が
「
生

活
指
導
」
や
「
医
療
を
要
す
る
」
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
高
脂
血
症
（
脂
質
代
謝
）
・
心
障

害
・
高
血
圧
（
境
界
域
も
含
む
）
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

血
管
に
お
よ
ぽ
す
影
響
が
大
き
く
、

特
に
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ほ
う
っ
て
お
く
と
い
つ
の
間

に
か
進
行
し
、

あ
る
日
突
然
に

な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
食
事
の
取
り
方
や
体
を
動
か
す
こ

と
、
休
養
を
上
手
に
と
る
こ
と
な
ど

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
住
民
健
診
は
、
病
気
を
早
期
に
見

つ
け
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

の
生
活
が
健
康
的
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
振
り
返
り
も
で
き
ま
す
。

　
住
民
健
診
の
結
果
で
異
常
が
な
か

っ
た
人
は
、
今
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で

よ
り
健
康
を
目
指
し
、
少
し
注
意
が

必
要
な
人
は
ど
こ
に
気
を
つ
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
い
い
の
か
を
自

は
、
保
健
婦
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
医
療
が
必
要
な
人
は
早
め
に

医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
は
、
飽
食
、
運
動
不
足
、
ス

ト
レ
ス
が
多
い
状
況
で
生
活
習
慣
も

乱
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ほ
ん
の

少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で
病
気
ま
で

進
む
こ
と
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
住
民
健
診
は
、
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
結
果
を
自
分
の
生
活
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し
、

受
診
さ
れ
た
人
で
、
結
果
を
よ
く
見

て
い
な
い
人
は
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
に
1
回
は
必
ず
住
民
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

平成11年度住民健康診査の状況
％
5

肥
満

尿
蛋
申
潜
血

糖
代
謝

肝
障
害

貧
　
血

高
脂
血
症

眼
底
検
査

心
障
害

高
血
圧

境
界
域
高
血
圧

露十日町市観光情報　　　　　　57葡0500

露くらしのダイヤル　025鵬285鱒7000

2／7～2／14　骨粗しょう症にならないために

2／14～2／21　消費生活相談事例

　　　　　　　　～エステティックトラブル～

2／21～2／28　シックハウスと化学物質

2／28～3／6　引っ越しサービス利用のポイント

3／6～3／13　賃貸住宅の退去をめぐるトラブル

ε醐．

ほうれん草とちくわのひき肉巻き

ゑ
ワ
ム

雌
　
、

材料（長さ約20㎝のちくわ6本分）

　焼きちくわ（長さ約20㎝）…2本入り×3袋

　ほうれん草…1把弱、豚ひき肉…300g

　卵…1イ固￥パン粉…大さじ2

　片栗粉…大さじ1

　小麦粉・塩・こしょう…適宜

　たれ（あまからあん）

　　　めんつゆ…カップ1

　　　片栗粉…大さじ1
　　　砂糖…適宜

作り方

①ほうれん草はさっとゆでておく。

②ボールにひき肉、卵、パン粉、片栗粉、塩
　こしようを入れ、よくこねる。

③ちくわを縦に切り開き、内側に包丁で縦に
　すじ目を数本入れ（ちくわが平らに開くよ
　うに）、水で溶いた小菱粉をちくわの内側に

　ぬる。その上霞ほうれ痴草を、葉と茎の部分

　を互い違い健敷き《切り四の緑色が均一縫
　でるように）．璽霞②のひき肉を平らに；の慧、

　ちくわを筒状匿もどして本綿糸羅しぱる。

④フライパンに油を熱し．③をひき肉翻を下
　にじて強火で焼き、焦げ目がついたら嚢返
　して両面焦げ目をつける。もう一慶ひき肉

　側を下にし、水を少々入れてふたをして蒸
　し焼きにする。

0めんつゆに好みで砂糖を適蜜加え、2倍に
うすめ煮立てる。藩董の水で溶いた片栗粉

　をi加盆、とるみがついたら火からおろす。

⑥④の糸を蝦り除き．巻き球しを切る要領で
　食べ糟すい大きさ健輪切りにする、切り□

　を上にじて塵健並べ、そのまま、またはた
　れをかけていただく。

石沢清子さん
　　（北新田1〉

⑪平成麟2肋鰐
翻　1馴il脚1

ユ
キbヨ
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催燐
螢

写
真
で
見
る

十
日
町
の
一
〇
〇
年
展

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
、
十
日
町
の
百

年
の
歩
み
を
た
ど
る
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。
影
会
期
”
2
月
1
8
日
働
～

20

日
㈹
午
前
9
時
～
午
後
5
時
獲
会

場
H
十
日
町
市
博
物
館
雛
入
館
料
目

2
百
円
、
団
体
1
5
0
円
、
中
学
生

以
下
無
料
籔
問
合
せ
H
十
日
町
市
博

物
館
（
智
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

蝋議ンξ　’耳、　　一　　　　尻．　シー－恥、溺、

　　　　　…ば・『
ぢじヤ　　を　　　　　　　　　ヤ

　田かき（昭和20年ころ）

那w磯

　
　
　
　
シ
ュ
コ
ー
ン

第
5
回
手
工
音
展

　
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
を
6
年
前
に
卒

業
し
た
仲
間
に
よ
る
染
織
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
霧
日
時
H
2
月
1
8
日

働
午
後
1
時
～
7
時
、
1
9
日
ω
午
前

10

時
～
午
後
7
時
、
2
0
日
㈲
午
前
1
0

時
～
正
午
霧
場
所
“
関
根
民
栄
宅

（
諏
訪
町
）
籔
入
場
料
H
無
料
霧
問

合
せ
H
関
根
（
智
52
1
7
3
9
1
）

へ
。

　
「
2
0
世
紀
忘
れ
な
い
よ
　
こ
ん
に

ち
は
21
世
紀
」
を
テ
ー
マ
に
絵
手
紙

展
を
開
催
。
籔
会
期
“
2
月
1
3
日
㈲

～
2
0
日
㈲
ま
で
の
午
前
9
時
～
午
後

5
時
。
た
だ
し
1
4
日
㈲
は
休
館
日
獲

場
所
H
十
日
町
市
博
物
館
雛
入
場
料

に
絵
手
紙
展
の
み
無
料
霧
問
合
せ
目

桑
原
昭
夫
（
智
5
7
1
5
3
7
3
）
へ
。

リ
ト
ル
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
オ
ブ
ホ
ラ
ー
ズ

　
や
さ
し
い
英
語
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
し
ま
す
。

影
日
時
“
2
月
2
6
日
ω
午
後
7
時
～

（
開
場
6
時
3
0
分
）
獲
場
所
H
市
民

会
館
ホ
ー
ル
霧
入
場
料
”
大
人
7
百

円
、
高
校
生
以
下
5
百
円
％
出
演
H

外
国
語
指
導
助
手
・
国
際
交
流
員
獲

問
合
せ
H
中
条
中
学
校
高
田
（
盈
52

1
3
0
2
0
）
へ
。

2
0
0
V
ク
ッ
キ
ン
グ

　
初
参
加
大
歓
迎
！
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
を
使
い
「
や
さ
し
い
和
風
料

理
」
梅
ご
は
ん
、
さ
ば
の
ピ
カ
タ
ほ

か
を
作
り
ま
す
。
霧
日
時
“
2
月
2
4

日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
獲

場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

霧
定
員
H
1
8
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）
纏
参
加
費
“
5
百
円
影

申
込
み
目
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
（
暦
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

雪
ま
つ
り
で
大
地
の

芸
術
祭
プ
ラ
ン
を
展
示

　
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
プ
ラ
ン
と

ス
テ
キ
発
見
入
選
作
品
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。
雛
日
時
H
2
月
1
9
日

ω
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時
、
2
0
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
霧
場
所
H
旧

十
日
町
シ
ル
ク
2
階
（
雪
ま
つ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
）
霧
入
場
H
無

料
霧
問
合
せ
目
広
域
事
務
組
合
企
画

振
興
課
（
岱
5
7
1
2
6
3
7
）
へ
。

募集

　
　
べ

自
分
の
街
に
役
立
つ
こ
と
を
…

　
　
男
子
消
防
団
員
募
集

愛
す
る
わ
が
ま
ち
を
、
自
分
た
ち

の
手
で
守
り
ま
せ
ん
か
。
消
防
団
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲　　　　　　　　　　　　　　　　契　　　　　　　　　　轄

偽
嚢

第4回スノーチュービング日本選手権大会を開催しま

す。あなたも真冬の熱い戦いに参加しませんか。

■日時3月5目（日）

　　　　午前9時30分～午後1時30分
■会場当間高原リゾート「ベルナティオ」

　　　　スノーチュービングコース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸
■種目　◆タイムトライアル部門
　　　　　（男子・女子・小学生の部）．蟹’，

　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ　　　　　◆パフォーマンス部門（団体裟個吸）

■参加費　個人参加1，000円（小学生50q尉

　　　　団体参加2，000円
　　　　　（小学生のみの場合1，000円）

■申込・問合せ　あてまフォーラム事務局
（市役所リゾート推進室内盈57－3111内線205）

　　ルデアをi

情報館に常設展示

　一昨年、姉妹都市であるイタリ

アのコモ市から贈られた舟「ルチ

ア」を、年間を通して市民の皆さ

んからご覧いただけるように、十

日町駅西の多目的広場から情報館

（西本町1）に設置場所を移して

常設展示しています。

⑫



閾1暫眉i冨…

－
は
新
団
員
を
募
集
中
笏
対
象
目
市
内

に
住
む
1
8
歳
以
上
の
男
子
霧
身
分
保

障
H
活
動
中
は
地
方
公
務
員
特
別
職

の
身
分
を
う
け
ま
す
。
年
報
酬
の
ほ

か
、
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
日
当

の
支
給
、
一
定
期
間
の
在
職
を
経
れ

ば
退
職
報
償
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

け
が
や
病
気
を
し
た
時
は
一
定
の
補

償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
被
服
貸
与
霧

　
　
　
　
　
　

申
込
み
H
ま
ず
地
元
の
消
防
団
に
口

頭
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部

総
務
課
消
防
団
係
（
盈
5
7
－
0
1
1

9
）
へ
。
※
随
時
受
付

新
潟
県
ゆ
め
・
わ
ざ
・

も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金

霧
事
業
種
類
（
補
助
金
額
）
ロ
①
ゆ
め

づ
く
り
支
援
補
助
金
u
事
業
シ
ー
ズ

を
新
た
な
展
開
に
結
び
つ
け
る
た
め

の
企
画
立
案
等
に
要
す
る
経
費
の
2

分
の
1
以
内
を
補
助
（
5
0
万
～
百
万

円
）
②
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
u

新
技
術
の
研
究
開
発
費
の
3
分
の
2

以
内
を
補
助
（
3
百
万
円
～
2
千
万

円
）
③
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金
”

独
自
の
技
術
や
発
想
で
、
新
市
場
創

出
や
新
規
事
業
の
展
開
を
図
る
場
合

の
商
品
開
発
経
費
の
2
分
の
1
以
内

を
補
助
（
百
万
～
3
百
万
円
）
雛
申

請
資
格
H
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
ま
た
は
法
人

格
を
有
す
る
中
小
企
業
の
団
体
雛
申

請
締
切
H
2
月
2
1
日
㈲
雛
問
合
せ
・

資
料
請
求
H
新
潟
県
新
産
業
振
興
課

（
奮
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1

内
線
2
7
8
1
）
へ
。

身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
で

は
、
新
規
会
員
を
募
集
中
霧
参
加
資

格
1
1
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
笏
協
議
会
構
成
H
肢
体
部
会
、
視

覚
部
会
、
聴
覚
部
会
、
戦
傷
部
会
、

父
母
の
会
（
5
部
会
構
成
）
笏
活
動

内
容
H
身
体
障
害
者
の
総
合
的
な
福

祉
向
上
と
社
会
参
加
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
（
障
害

者
団
体
間
交
流
、
会
員
間
交
流
）
日

常
生
活
に
係
わ
る
身
体
障
害
者
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
％
申
込
み
H
十

日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
智
5
7
1
9
4
3
8
）
へ
。

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

雛
物
件
目
①
黒
沢
市
・
県
営
住
宅
各

1
戸
②
田
川
市
営
住
宅
1
戸
影
間
取

り
H
①
5
畳
×
1
、
3
畳
×
1
、
D

K
②
6
畳
×
2
、
5
畳
×
1
、
D
K

笏
家
賃
H
①
8
、
7
0
0
円
～
1
7
、

9
0
0
円
②
1
6
、
0
0
0
円
～
3

5
、
1
0
0
円
膨
申
込
み
H
2
月
2
4

日
㈲
ま
で
に
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。
※
収
入
限
度
額
等
の
申
し
込
み

条
件
が
あ
り
ま
す
。

座講
『

X
　
　
．
．

翻
爵
㎜
　
㎜
醸
翻

と
お
か
ま
ち
生
活
学
校

　
生
活
学
校
は
㈲
「
あ
し
た
の
日
本

を
創
る
協
会
」
と
い
う
全
国
組
織
が

主
宰
す
る
女
性
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

地
域
や
生
活
の
問
題
を
み
ん
な
で
考

え
な
が
ら
、
現
実
的
な
解
決
策
を
提

案
し
て
い
き
ま
す
。
笏
日
時
H
3
月

9
日
㈲
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

霧
場
所
”
公
民
館
本
館
霧
応
募
資
格

H
女
性
・
年
齢
不
問
霧
申
込
受
付
H

随
時
霧
問
合
せ
・
申
込
み
H
公
民
館

本
館
（
智
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

　
急
速
な
普
及
を
み
せ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
、
電
子
商
取
引
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
際
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
す
。
笏
日
時
H
3
月
3

日
働
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
雛
場
所

H
十
日
町
情
報
館
影
参
加
費
目
無
料

笏
定
員
H
先
着
1
0
0
人
笏
講
師
口

伊
丹
由
和
氏
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ー
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
笏

問
合
せ
・
申
込
み
H
2
月
2
9
日
㈹
ま

で
に
十
日
町
情
報
館
（
盈
5
0
－
5
1

0
0
）
へ
。

少子化問題・子育てについて考えてみませんか

『ワーキングマザーの日々から

　　親と子のバートナーシッブ』

　少子化や核家族化、女性の社会進出など社会環境が変化する中での

子育てのあり方を、あなたもいっしょに考えてみませんか。

入場無料

手話通訳
保育ルーム

　有り

■講師

　見城美枝子さん

6時30分開演

民会館

課児童家庭係へ。

7－3111内線131・132）

月
鷺
灘

時日■

認場
ぜ

　
合

会
問

■
■

．

・
鰯
鍵

灘

、
麟

瑚

茜

擁

　　　　　勲｛　　　1鰍　　霧　　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭
見城美枝子さんブロフィール
　青森大学教授・エッセイスト・ジャーナリスト。

　早稲田大学大学院理工学研究科修士修了。99年
より同大学院博士課程在籍。TBSアナウンサーを
経てフリーに。溜外取材を含めて53か国以上を訪
問。現在、青森大学で建築社会学、メディア文化
論、環境保護論を講義中。日本建築の研究を進め
るかたわら著作や対談、講演で活躍中。

⑬平成12年2月1・日号

l
L
　
f
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l　 灘，1、1幽 巡、　醒

冨一
琴

税
特
別
地
方
消
費
税
が

4
月
か
ら
廃
止
ざ
れ
ま
す

　
特
別
地
方
消
費
税
と
は
、
飲
食
店

や
旅
館
な
ど
の
利
用
料
金
が
免
税
点

（
飲
食
等
7
千
5
百
円
、
宿
泊
1
万

5
千
円
）
を
越
え
る
場
合
に
課
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
こ
の
特
別
地
方

消
費
税
が
4
月
1
日
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
特
別
徴
収
義
務
者
に

指
定
さ
れ
て
い
る
飲
食
店
な
ど
の
経

営
者
の
方
は
、
3
月
利
用
分
ま
で
の

申
告
納
入
が
必
要
で
す
。
笏
問
合
せ

H
新
潟
県
十
日
町
財
務
事
務
所
課
税

課
（
費
5
7
1
5
5
1
2
）
へ
。

農
業
用
軽
油
の

　
　
　
　
　
　
免
税
証
交
付

膨
交
付
日
時
H
3
月
7
日
㈹
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
影
場
所
U
県
総
合
庁

舎
1
階
（
第
一
会
議
室
）
雛
提
出
書

類
H
①
免
税
軽
油
使
用
者
証
ま
た
は

免
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細
書
②
実

耕
作
面
積
証
明
書
（
市
農
業
委
員
会

で
発
行
）
③
印
鑑
（
共
同
の
場
合
全

員
の
印
鑑
）
④
機
械
を
購
入
し
た
場

合
は
、
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ
⑤

免
税
証
交
付
申
請
書
（
交
付
会
場
に

配
置
）
霧
問
合
せ
H
十
日
町
財
務
事

務
所
課
税
課
へ
。

消
費
税
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
2
月
は
、
3
・
6
・
9
・
12
月
決

算
法
人
の
中
間
ま
た
は
確
定
分
に
か

か
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
の
月
で
す
。
期
限
内
に

申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

雛
問
合
せ
H
十
日
町
税
務
署
（
盈
52

－
3
1
8
1
）
へ
。

薩
越

∞∞

操
編

主
任
児
童
委
員
を

　
　
　
　
　
こ
紹
介
し
ま
す

　
市
内
に
は
7
人
の
主
任
児
童
委
員

が
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門

的
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
個
別
相
談

や
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
を
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
と
し
ひ
こ

％
委
員
ほ
小
島
壽
彦
（
高
田
町
3
西

盈
5
7
1
5
8
1
6
）
阿
部
啓
一
（
本

町
4
費
52
1
2
7
7
1
）
堀
ゑ
つ
子

（
旭
ヶ
丘
智
5
7
1
6
0
2
9
）
尾
身

マ
ツ
（
上
新
田
4
盈
5
6
1
2
6
0
1
）

倉
本
美
代
子
（
美
雪
町
3
費
5
7
1
4

6
3
3
）
柳
カ
ズ
ヱ
（
吉
田
山
谷
奮

57

－
1
4
1
4
）
村
山
眞
（
土
市
3

盈
58
1
3
2
6
0
）

1
日
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
の
1
日
人
問
ド
ッ
ク
は
、

募
集
人
員
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
総
費
用
の
6
割
が
国

保
で
助
成
さ
れ
ま
す
。
雛
対
象
H
①

昭
和
4
年
4
月
2
日
か
ら
3
5
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人
②
国
民
健
康
保

険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
③
住
民
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
④
本
市
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
⑤

今
年
度
、
人
問
ド
ッ
ク
の
助
成
を
ま

だ
受
け
て
い
な
い
人
雛
受
付
に
必
要

な
物
H
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

霧
実
施
機
関
と
助
成
後
の
自
己
負
担

額
H
①
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
十
日

町
病
院
前
）
1
5
、
1
2
0
円
（
子

宮
ガ
ン
検
診
者
は
1
5
、
9
6
0
円
）

②
厚
生
連
中
条
病
院
（
男
性
の
み
受

付
）
1
3
、
4
0
0
円
（
病
理
検
査

実
施
者
は
1
5
、
0
8
0
円
）
③
働

小
千
谷
総
合
病
院
（
送
迎
バ
ス
有
）

1
5
、
1
2
0
円
霧
申
込
み
目
市
民

生
活
課
国
保
係
④
番
窓
口
へ
。

保
育
所
ガ
イ
ド
を

　
　
　
　
こ
利
用
く
だ
さ
い

　
保
育
所
へ
の
入
所
の
際
、
参
考
に

な
る
情
報
を
満
載
し
た
「
保
育
所
ガ

イ
ド
」
と
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作

寄付ありがとう
　1月24日届け出分まで（敬称略）

圃地域福祉事業へ＝西方伸一郎（本町

2・香典返し、5万円）川泉お客様一
同（新座2・5，502円）
團社会福祉事業へ＝大熊達義（30万円）

長助お客様一同（田中町、5，116円）

團身体障害者センターへ＝春川（新座、
3千円）

囹台湾地震へ＝岡元松男（学校町1、
20万円）

團歳末助け合い募金へ＝ボーイスカウ
ト十日町一団（46，082円）市役所売店

お客様一同（千歳町、1，481円）

囹教育振興事業へ＝匿名（1千万円）
匿名（5百万円）村山和夫（高田町4、
20万円）

國情報館へ＝高橋健一（春日町1）関
口奈々子（田川町1）細谷一（春日町
1）高橋明子（小泉3）島田彰雄（小
泉1）小堺正樹（宮下町東）佐藤忍（南

新田町2）小林恵子（泉町）綿貫昭（川

西町）橋本照嵩（浦和市）

成
し
ま
し
た
。
次
の
場
所
に
配
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

雛
配
置
場
所
H
市
内
保
育
所
、
各
公

民
館
、
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
霧

問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
し

態
鐸
響
　
鰻
．

麟
年
曝
繋
．

　　　　　　＞く＞＜＞＜＞＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX

l【消防署からのお願い】ガソリンの取扱いに注意4

XX　ガソリンは、常温でも遠方の火気によって引火する可能性が極めて
1高いものです．先月、静岡県内で燃焼中のスト螺の近くでガソ膨

鐸小分けした結果・7人が死亡する火災醗生しま朧・＋購管内

Xでも昨年、ガソリンの取扱い不注意による火災が2件発生しています。

XX　〈ガソリンの貯蔵・取扱いには次の点に注意しましょう〉

妻　①火花等の火気を避ける　②貯蔵・取扱いは通風・換気のよ騨場所で

　③直射日光を避け、冷所で貯蔵
狽×××××××　　　　　　　　　　　　　　　　　　　××

⑭

免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
際
、
免
除
期
間
分
の
年

金
額
が
3
分
の
ー
に
計
算
さ
れ
る
た

め
、
年
金
を
満
額
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
免
除
を
受

け
て
か
ら
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ

か
の
ぽ
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ



囎
●電』1冨一

…
疇

回岨
一
一

■コミュニティーひろば会場の変更

　少雪の影響により十日町高校グラウンドが使えないために．コミュ

ニティひろばをクロス10となりの十日町シルク跡地に変更します。

■テレビ放映時間の変更

3月11日Ub午後5時5分～70分間NHK　BS2（BSイベントホール）

と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
満
額
に
近
い

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
も
、
保
険

料
を
追
納
し
ま
し
ょ
う
。
霧
問
合
せ
H

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

無
蟻
薪
　
　
鋪

K
A
R
H
U
・
G
U
P

十
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
鯵
北

　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
大
会

笏
日
時
・
種
目
H
【
ク
ラ
シ
カ
ル
競

技
】
3
月
1
9
日
㈲
午
前
7
時
～
受
付
、

【
フ
リ
ー
パ
シ
ュ
i
卜
競
技
】
3
月

20

日
（
春
分
の
日
）
午
前
7
時
～
受

付
霧
場
所
H
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
影
参
加
費
H
一
般
4
千

円
、
高
校
生
3
千
円
、
中
学
生
以
下

2
千
円
霧
問
合
せ
・
申
込
み
“
2
月

18

日
働
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ツ
プ

第
招
回
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

纏
目
時
“
2
月
2
7
日
㈲
午
前
8
時
3
0

分
～
受
付
笏
場
所
H
桂
ス
キ
ー
場

（
中
条
）
％
参
加
資
格
H
健
康
上
競

技
に
支
障
の
な
い
人
笏
参
加
費
⊥
局

校
生
以
上
千
円
、
中
学
生
以
下
5
百

円
雛
問
合
せ
・
申
込
み
目
2
月
2
1
日

㈲
ま
で
に
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
本

部
（
ホ
ン
マ
科
学
㈱
内
・
明
石
町
盈

57

1
2
4
9
3
）
へ
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出
。

第
霜
回
十
日
町

当
聞
カ
ッ
プ
G
S
大
会

膨
日
時
H
3
月
2
0
日
（
春
分
の
日
）

午
前
7
時
3
0
分
～
膨
場
所
H
上
越
国

際
当
間
ス
キ
ー
場
霧
参
加
費
H
小
中

学
生
千
円
、
一
般
千
5
百
円
雛
申
込

み
目
3
月
1
日
㈱
ま
で
に
参
加
費
を

添
え
当
間
ス
キ
ー
場
大
会
事
務
局

（
盈
5
8
1
3
2
9
1
）
へ
。

当
間
ナ
イ
タ
ー
カ
ツ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
G
S
大
会

影
日
時
H
3
月
2
日
㈲
午
後
6
時
～

受
付
霧
場
所
H
上
越
国
際
当
問
ス
キ

ー
場
霧
参
加
費
H
5
百
円
・
リ
フ
ト

代
千
円
雛
参
加
資
格
H
保
護
者
の
許

可
を
得
た
小
中
学
生
影
申
込
み
H
2

月
2
4
日
㈲
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
当

間
ス
キ
ー
場
大
会
事
務
局
へ
。

紐
年
度
学
校
体
欝
施
設

　
　
開
放
事
業
利
用
申
込

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
市
内
小

中
学
校
（
指
定
校
）
の
体
育
館
や
武

道
館
等
を
、
主
に
夜
の
時
問
帯
に
開

放
し
ま
す
。
籔
申
込
資
格
H
1
0
人
以

上
の
活
動
団
体
と
し
て
登
録
が
必
要

霧
申
込
み
H
3
月
4
日
ω
ま
で
に
総

合
体
育
館
（
費
5
2
－
4
3
7
7
）
へ
。

※
総
合
体
育
館
に
申
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
。

ソ
フ
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ゆずります
ゆずってください
・消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

品　　　名 規　格 希望価格

スキー・ストック 10組 スキー2m位
（金具付） 相談で

スノータイヤ（ホイル付） 175－145穴 1万2千円

スタッドレスタイヤ 4本 2万円

万 能 機 ニシノ式 相談で

ほ ぞ　取　り 機 東和式 相談で

学 習机　・椅 子 子供用 相談で

ワ 一　　　プ 口 東芝GW－8020
（未使用） 12万5千円

夏用ブリヂストンタイヤ 4本ポテンザ
195－60－15 相談で

フライフィッシングー式 4本あり 相談で

ルアーフィッシングー式 相談で

スノーボー　ド靴 サイズ　22．5 相談で

スタッドレスタイヤ（ホイルイ寸） 4本ブリジストン
　145－80R10 無　料

バイク（屋根ワイパー付） 　ホンダ
キャビナー90cc 8万円

ワ 一　　プ 口
NEC文豪
JX35SA 2万円

ホッ　トプレー 卜 　シヤープ
煙が少ない（新品） 7千円

雨
ヨ と よ 木製2本 1本7千円

二層式洗濯機2台 ナショナルと
サンヨー 各2千円

ガスコンロ（2口）
リンナイ

（魚焼き付） 2千円

室内ルームランナー 無　料

ベビーカーA型 1人乗り用 無　料

F 1　カ　　メ 一
フ

キャノン
イオスキツズ 6万5千円

ビ デオ　デ　ツ キ 新品 1万円

鋤
鐵，i

カラーT　Vl4型 無　料

クロスカントリースキー 金具付
中学生用 相談で

こ ね 鉢 木製大型 相談で

バスケットボールのゴール アウトドア用
ポール付 相談で

事務机　・ 椅子 相談で

ス ク　ー　タ 一 50cc 相談で

プレイステーション 相談で

ノ寸 イ ク 50cc 相談で

卓 球 ム
ロ 公式用 相談で

アルペンスキー一式 女子高校生用
スキー150㎝靴25㎝ 相談で

工 アー釘打機 相談で

本「豪雪と過疎と」十日町

周辺の主婦の生活記録
未来社刊 相談で

会議用の長テーブルと
椅子のセット（5セット）

長い足の長テーブル5

折リたたみ式椅子3×5＝15 相談で

ねこの運搬用バッグ 大型 相談で

・△
／TI 凍 庫 家庭用

晋通サイズ 相談で

百
ユ 炭　こ　た つ 大きさ問わず 相談で

ス 卜一ブガー ド 大型 相談で

も ち　つ　　き 器 2～3升 相談で

除 雨
ヨ 機 5～7馬力 3～5万円

繭
電 気ス　タ　ン ド 相談で

二 段　ベ　ツ ド 小学生用 相談で

⑮平成12年2月1・日号

舅
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，㎜



　　しょうた
水落翔太ちゃん
　　　（6歳）

　保育所のみんなで近くのたかちゃんの家

によく牛を見に行きます。牛が好きで描き

ました。からだの白黒の模様がむずかしか

ったです。うさぎもいっしょに描きました。 　小学校でかっているチャボを描きました。

チャボが好きでエサもあげます。目がむず

かしかったけど、まわりのセミやカブト虫

がじょうずに描けたと思います。

　　　　　さき
　水落　咲ちゃん
舗　（5歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
〃

　
　
　
　
　
　
東
下
組
保
育
所
⑭

會合會合會合會合會合脅合脅合脅☆脅會脅合會合會合會合脅☆會合脅合會☆脅合會合會合會合會合脅會會合會合會合會☆會合脅合會合脅合會會會☆會合脅☆

　太田実里ちゃん
　　　　　　平成8年8月I　I日生まれ
　　　　　　北鐙坂2

　昨年の4月から保育所に行っているよ。

保育所へはお姉ちゃんと弟と3人でいつ

もいっしょ。3組の着替えはいつもなく

なるほど外での水遊びが大好き。でも今

は、おうちごっごで遊んでいるよ。生ま

れは4，000gの大きな赤ちゃん。明るく大

らかな性格で元気な実里ちゃんです。

Baby
す
こ
や、＠

か
ち
ゃ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　鞭，鰯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　蕪灘難

欝　　　暴覇
灘『．

鮮やかな緑黄色の繭（左）と成虫（樋熊氏標本より）

とおガま窃

ウスタビガ（ヤママユガ科）

ロ
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

■
　
　
　
　
　
■

1目末日現在

（）は前目末からの増減

44，303入
21，761人
22，542人
13，002世帯

（一7）

（一6）

（一1）

（一1）
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　晴天に誘われ、娘とスキーをはいて雪の積もった

野山に出かけました。その時、木の枝に鮮やかな緑

黄色のものがぶら下がっているのを見つけました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　まゆ何かと思い調べた結果、ウスタビガの古い繭である

ことがわかったのです。
　　　　　　　　　　て　ぐ　す
　ウスタビガは、繭から天蚕糸のとれるヤママユガ

の仲間で、幼虫は触れると頭胸部を持ち上げキーキ
　　　　　　　　　　　　　かます
一と音を出します。長い柄のある臥（穀物などを入

れるわらで編んだ袋）の形をした繭を木の枝にぶら

下げます。秋に成虫になり、卵で越冬します。また

繭の緑黄色は時を経ても変化しないので、落葉後の

季節に発見されることが多いのだそうです。

　成虫を見たくなり、樋熊清治氏（中条旭町）宅を

訪れ、標本を写真におさめました。

　　　　　　　　　　　　　　⊂璽璽璽璽》⑯




